　「Famed Artifacts of Tamriel」訳本
　「Tamrielの高名なるアーティファクト」

　著者不詳
　以下に記されてある品々は、Tamrielの至るところで伝承の内に語られているものである。あるものは単なる伝説上の代物に過ぎない一方で、それらの幾つかは存在が証明されている。それにも関わらず、これらの品々は、我々が子供に語って聞かせる、そして子供が彼らの子供に語って聞かせるだろう物語の舞台に登場してきたのである。このように、以下のアーティファクトの出自は伝承と相俟って混迷しているものである。
　神の鎧〔Lord's Mail〕

　ある場合には“Morihausの鎧”あるいは“Kynarethの贈り物”とも呼ばれる、これは非常に高品質の古代のキュイラスである。装着者に生命力吸収と魔法抵抗の能力を与えて、使用の際には毒治癒の効果が得られる。相応しくない人物がKynarethから神の鎧を賜るならば、それは次の選ばれた者のために持ち去られ隠されてしまうと言われている。
　黒檀の鎧〔Ebony Mail〕
　Dark Elfの女神Boethiahにより著される歴史の以前に作り出されたブレストプレートである。この黒檀の鎧を誰がどれだけの期間に所有するべきであるか、それを決定するのは彼女である。その判断が適正であるならば、装着者に火炎と魔法の抵抗と、そして魔法の盾とを付加するものである。もはや黒檀の鎧を着けるに相応しくないと決定するのはBoethiahのみであり、そして、この女神は非常に気まぐれでもあるのだ。
　魔法破り〔Spell Breaker〕
　魔法破りは、一見するならば、Tamrielに在る大抵の古代遺跡から見つかるDwemer製のタワーシールド〔縦に細長い四角形の大盾〕である。“Rourken-Shalidorの戦”に於ける歴史上の重要性に加えて、魔法破りは如何なる魔法からもほぼ完全に装着者を防護するものである。つまり、魔法を反射してしまうか、詠唱せんとする魔術師を沈黙に陥らせてしまうのである。いまだに魔法破りは元の持主を探しており誰の手にも長らくは留まらない、そのように言われている。しかし、大抵の場合には、どれだけの間であろうとも魔法破りを手にする者には充分な力が得られるのである。
　Chrysamere
　この聖騎士の剣は、その切れ味が自身の守りの堅さによってのみ上回られるようなクレイモアである。装着者に生命力を与えて、彼／彼女を火炎から守り、如何なる魔法も詠唱者へと弾き返す。滅多に長らく、Chrysamereは一人の剣士の手には留まっていない。何故なら、それは一人の勇者を贔屓しないからである。
　Magnusの杖〔Staff of Magnus〕
　Tamrielの太古のアーティファクトの一つであるMagnusの杖は、言わば、その作り手Magnusにとっての超自然的道具であった。使用の際には、それは敵の生命力と神秘的精力を吸収する。Magnusの杖を手にした魔術師が強大となり過ぎて、その杖が守らんと誓約している神秘的平衡を崩してしまう前に、早晩、それは所有者を捨て去るだろう。
　魔術師の指環〔Warlock's Ring〕
　大魔術師Syrabaneの手にする魔術師の指環は、神話と伝説の最も有名な遺物の一つである。Tamrielの古代史によれば、Syrabaneは彼の指環を賢明に用いて全大陸を救って、それ以来その指環は、傲慢な目標を掲げていない冒険者に手を貸してきたのである。最も知られた能力は装着者に発された魔法の反射、彼／彼女の脚力の増進、そして生命力の回復である。如何なる冒険者も長らくは魔術師の指環を身に着けてはいられない。何故なら、それはSyrabaneによってのみ命令されると言われているからである。
　Phynasterの指環〔Ring of Phynaster〕
　Phynasterの指環は、その冒険の日々を生き抜かんと良い守りを必要としていた一人の人間によって、数百年前に作り出されたものである。その指環によってPhynasterは数百年間を生き延びて、それ以来、人から人へと指環は渡ってきた。装着者に毒・魔法・衝撃の完全な抵抗を与える。更に、Phynasterは狡猾にも指環に呪いを掛けてあり、それによって、ついには指環は所有者の手を離れて別の場所へと戻されて、Phynaster自身の他の下には満足しないようにしておいたのである。
　Khajiitの指環〔Ring of Khajiit〕
　Khajiitの指環はRajhinより更に数百年も遡る太古の遺物であり、盗賊の手に成るものとして有名である。Rajhinは、その指環によって自身を不可視として風の息のような速さを身に着けた。指環を用いることによって、Elsweyrの歴史上で最も成功した盗賊となったのである。Rajhinの最後の運命は謎に包まれているが、伝説の伝えるところによれば、そのような荒い使い方に反抗した指環はRajhinの前から姿を消して、敵の迫る中で彼は無力のままに取り残されたのである。
　Molag Balのメイス〔Mace of Molag Bal〕
　吸血鬼のメイス〔スパイクの付けられた瘤状部を先端に持つ金棒〕としても知られており、Molag Balのメイスは犠牲者の魔力を消耗させて装備者へと与える。また、敵の腕力を装着者へと移す能力も有している。このアーティファクトをMolag Balは非常に自在に操った。このメイスに関して数多の伝説が残されている。とりわけ、それによって魔術師たちを打ち破った挿話が好まれているようである。
　Clavicus Vileの仮装〔Masque of Clavicus Vile〕
　非常に虚栄心の強いClavicus Vileは、自分の魅力に合う仮装を作り上げた。この仮装を着けた者は、Tamrielの人々から良い反応を引き出し易くなる。魅力が高いほど、その増加分も大きい。この仮装について最も知られている物語は、そこそこ名の知られた女貴族Avaleaのそれである。少女の折に、悪辣な召使によって彼女の容貌は大いに傷つけられてしまった。Clavicus Vileと闇取引した彼女は、見返りに仮装を受け取る。その外見を仮装は変えなかったけれど、彼女は唐突に誰からも尊敬と賞賛を集めることになった。懇意にしていた男爵との結婚の、その一年と一日の後にClavicus Vileは仮装を取り戻す。そして、子供を宿していたのに、Avaleaは男爵の邸宅から追い払われてしまう。それから二十一年と一日の後に、男爵の殺害という復讐を彼女の娘は強く求めたのである。
　Mehrunesの剃刀〔Mehrunes Razor〕
　Dark Brotherhoodは仲間のために、この黒檀製のダガーを熱望したものである。この神秘的アーティファクトは、如何なる生物であれ迅速な殺害を可能とする。このMehrunesの剃刀を身に着けている者は歴史の表舞台には登場しない。しかしながら、一度、血で血を洗う内部闘争によって、Dark Brotherhoodの成員の多くが命を落としたことがある。それにはMehrunesの剃刀が関与していた、そのように示唆されている。
　救世主の皮のキュイラス〔Cuirass of the Savior's Hide〕
　Hircineに由来するアーティファクトには、救世主の皮のキュイラスも存在していた。このキュイラスは、魔法に対する特別の抵抗能力を有している。伝説によれば、かつてHircineの猟場を逃げ出した最初かつ唯一の人間に対して、Hircineは自身の皮を剥ぎ取って報いたのである。この知られざる人間は、未来の冒険者のために、その皮から魔法のキュイラスを仕立て上げさせた。あたかも心を持っているかのように、救世主の皮のキュイラスは英雄から英雄へと伝えられるようになっている。
　苦き慈悲の槍〔Spear of Bitter Mercy〕
　苦き慈悲の槍は、より謎に包まれたアーティファクトの一つである。この槍については、ほとんど何も知られていない。記録は存在しないものの、多くの人々はDaedrothの手に成るものであると信じている。ただ一つ知られている伝説は、Battlespireの陥落に於いて強大なる英雄の獲物であったというものである。この槍に助けられて、彼はMehrunes Dagonを打ち倒してBattlespireを取り戻したのである。それ以来、数は少ないけれど、苦き慈悲の槍はTamrielに姿を現しているのである。
　Daedrothの苦痛〔Daedric Scourge〕
　Daedrothの苦痛は、Fickledireの火に入れられ聖なる黒檀から鍛造された強力なメイスである。このMackkanの伝説上の武器は、ひとたび振るわれたならば、悪しき魂をOblivion界へと送り返す獰猛な代物である。Oblivion界から魔物を召喚する能力を持っている。一度はBattlespireでDaedrothの神々に対して振るわれたものであり、現在では冒険者と共に国々を放浪している。
　漆黒の弓〔Bow of Shadows〕
　伝説によれば、漆黒の弓はDaedrothの夜から鍛造されたものである。伝説的レンジャーであるRaerlas Ghileは極秘の任務に際して弓を与えられたが、それに失敗して弓もまた紛失してしまった。彼の向かった戦闘は激しいものであり、弓の助けによって、数多の敵を葬り去ったと言われている。使用者に対して、不可視の能力を与えて脚力を増加させる。漆黒の弓の目撃談は数多く寄せられており、第二時代の邪悪なるDark Elfの暗殺者Dramが、かつて身に帯びていたとも言われている。
　Randagulfの拳〔Fists of Randagulf〕
　Begalin一族のRandagulfは、Skyrim出身の最強の戦士の一人としてTamrielの歴史に登場するものである。彼は戦闘に際しての武勇と残忍で知られており、多くの争いの原因ともなっていた。Harald王によるSkyrim征服に於いて、ついに彼は運命に直面することになる。この偉大なる英雄をHarald王は重んじて、彼のために一個の籠手を作らせた。Harald王の死後、籠手は紛失してしまう。その王によれば、この籠手は装着者の腕力を増大させるものである。
　王者の氷剣〔Ice Blade of the Monarch〕
　王者の氷剣は、まさにTamrielの最も珍重されるべきアーティファクトの一つである。伝説によれば、邪悪なる大魔術師Almion Celmoは、霜の王者の魂ならびに通常の霜巨人の上位種の魂によって偉大なる戦士のクレイモアを強化した。その戦士であるThurgnarr Assiに与えられた役割は、遠く離れた国の大王を暗殺して新たな指導者となる、というものであった。その暗殺は失敗に終わり、大魔術師は虜囚の身となった。氷剣は、その刃に触れる者を全て凍りつかせる。それは数多の人々の手を渡って行って、決して久しく一箇所に留まろうとはしないものである。
　周囲の指環〔Ring of Surroundings〕
　周囲に溶け込む能力を装着者に与えるという他には、この品について知られていることは少ない。
　使徒の靴〔Boots of the Apostle〕

　使徒の靴は全くの謎である。誰も使用されているのを見たことは無いが、噂によれば、靴の装着者には空中浮揚が可能になると言われている。
　助言者の指環〔The Mentor's Ring〕

　魔術師の見習いの誰にとっても、この指環は重宝すべき品である。装着者の知性と智恵を増大させて、より効果的な魔法を可能ならしめるものである。高位の魔術師Carni Asronが、この指環を創り出したと言われている。彼の教えの下に学んでいた年若い見習いのために作られたものであるのだ。Asronの死後、この指環は他の幾つかの遺物と共に姿を消して、Tamrielの至るところを彷徨っているのである。
　風の指環〔Ring of the Wind〕
　この指環に関しては、如何なる事実も知られていない。しかし、その称号と数少ない噂から察するに、装着者の脚力を増大させるものであるだろう。

　吸血鬼の指環〔Vampiric Ring〕
　Tamrielの非常に危険かつ貴重なアーティファクトの一つが、この吸血鬼の指環である。犠牲者の生命力を奪い取って装着者に与えると言われている。指輪の正確な本性と出自は全く知られていないが、多くの古老たちの話によれば、吸血鬼を崇拝する教団の手によって太古のMorrowindで作り出された邪悪な代物である。吸血鬼の指環は極度に稀なアーティファクトであり、数百年に数度しか発見されていない。
　Eleidonの防護〔Eleidon's Ward〕

　Eleidonは、Bretonの歴史に登場する伝説の聖騎士であった。その勇気と是非を判断する決断力とから、彼は人々に求められていた。あるエピソードによれば、邪悪な将軍の魔手から死を危ぶまれていた男爵の娘を救ったと言われている。その報酬として、男爵は全財産を投げうって、Eleidonのために強化盾を作らせたのである。その盾はEleidonの傷を癒すものであったという。
　Hasedokiの杖〔Staff of Hasedoki〕
　Hasedokiは非常に競争を好む魔術師であったと言われている。彼は国々を遍歴して自分に優る魔術師を捜していた。しかし、Hasedokiの非常な博覧強記の故に、誰も彼の挑戦を受けて立とうとはしなかった。そして、多くの人々がHasedokiの力を恐れていたために、彼は孤独感と孤立感を覚えて自身の魂を杖に結び付けた。その時から、そこには彼の魂が長らく留まっているのである。この魔法の杖を魔術師たちはTamrielの至るところで追い求めている。装着者に魔法の障壁を与えるという、魔術師ならば誰にでも役立つ代物である。
　血虫の兜〔Bloodworm Helm〕
　芋虫の王は、その貴重な所有物である血虫の兜を残したと言われている。兜は魔術的に構成された骨から組み立てられている。使用の際には、スケルトンを召喚して彼ら不死者を支配できるようになる。屍術師にとって重宝するアーティファクトであるだろう。

　竜骨の鎧〔Dragonbone Mail〕
　このキュイラスは、収集家や英雄が手に入れ得るものでも最高級のアーティファクトの一つである。実際の竜の骨から出来ており、第三時代早期の最初の宮廷付戦闘魔術師であるZurin Arctusによって強化されたものである。まさに非常に素晴らしい一作であり、数多の人々が手に入れんと探し求めたものである。キュイラスの装備者に火炎抵抗を与えて、そして、敵に爆炎による打撃を可能にするものである。Zurin Arctusがキュイラスを強化した経緯は余り知られていないが、ある古い伝承によれば、放浪の戦士に恩義を負うていたからであるという。その戦士のように、竜骨の鎧は長らく一箇所には留まっていないものである。
　頭蓋砕き〔Skull Crusher〕
　頭蓋砕きは、驚くほどに巨大で強大な武器である。このウォーハンマーは、火中で創り出され、魔術師のDorach Gusalによって魔術的に洗練されて、偉大なる武器工であるHilbongard Rolamusによって鍛造されたものである。魔法により鋼鉄は硬度を増して重量は驚くほどに軽くなって、死に至らしめる強力な打撃を容易に与えられるようになっている。ウォーハンマーは式典の間に展示されることになっていたが、これを一人の盗賊が最初に盗み出した。それから、自身の創り手を捜して、いまだ頭蓋砕きはTamrielを彷徨っているのである。
　Goldbrand
　この魔法の剣に関しては、ほぼ完全に謎に包まれている。この黄金製の一品に関する盗賊らの伝承によれば、実際のところ北方の古代竜たちによって鍛造されたものである。そして、彼ら竜たちを守ると誓約した偉大なる騎士に与えられたものである、そのようにも伝承は主張している。この剣の一振りを加えられた敵は火炎の負傷を蒙る。Goldbrandは最近の史実には現れておらず、それに相応しい英雄を待っているのだと言われている。
　Haynekhtnametの牙〔Fang of Haynekhtnamet〕

　かつてBlack Marshには、ArgonianがWamasusと呼ぶところの存在が住み着いていたと言われている。北方の人々は、その存在を、血の明るく輝く知性ある竜たちであると考えていた。七日と七晩かけて多くの兵士を動員することになったが、そのような強大な獣の一匹であるHaynekhtnametを北方の人々は打ち殺したのである。そこで生き残った人々の一人は、その牙を戦利品として故郷に持ち帰った。そうして、その牙から刃が掘り出されて、その刃を持つ小振りのダガーが作り出された。謎めいていることに、そのダガーには例の獣の魔力が宿っており、使用者は衝撃によって敵を負傷させる能力を得られる。この素晴らしい一品は、時には、放浪する英雄たちが見出すものである。
　黒点の剣〔Umbra Sword〕
　黒点の剣は太古の魔女Naenra Waerrによって強化されたものであり、その唯一の目的は魂の捕獲にあった。ソウル・ジェムと共に用いれば、その内部に敵の魂を捕囚とすることが可能になる。彼女は邪悪な品々の創造を理由に処刑されたが、その以前に、この剣は隠されてあったのである。所有者の選定には黒点の剣は大変に気難しく、それ故に、相応しい者が見出されるまで身を隠したままで居るのである。
　Denstagmerの指環〔Denstagmer's Ring〕
　この指環について知られていることは、ある特定の元素魔法から使用者を防御してくれるかも知れないということだけである。Denstagmerという名前でさえ、謎に包まれている。
　Oreyn Bearclawの兜〔Helm of Oreyn Bearclaw〕
　Valenwoodの伝説的英雄の一人にOreyn Bearclawが存在する。蛙目王Faumeの息子であり、一族の狩人そして未来の指導者として尊敬を集めていた。Wood Elfの伝説によれば、Wood Elfの魔女の使役する蛇Glenhwyfaunvaを片手で打ち倒して、彼の一族に永久の平安を齎したのである。それからもOreynは数々の偉業を為して、結局のところ、Knahaten Fluのために命を落としてしまう。それら偉業を後世の人々が忘れぬように、彼の兜は記念碑として立てられていた。しかし、一族の分裂に際して兜は紛失してしまって、現在では、冒険者によって捜し求められるアーティファクトである。Oreyn Bearclawの兜は、装備者の敏捷度と耐久力を増大させると噂されている。
　Daedrothの三日月刀〔Daedric Crescent Blade〕
　Daedrothの三日月刀は、恐らく、全ての偉大なるアーティファクトの内でも、最も貴重であり入手は不可能とさえ思われる代物である。帝国のBattlespireを攻略する際に、Mehrunes Dagon率いるDaedrothの軍勢によって用いられていたものである。帝国がBattlespireを取り戻した折に、これらの非常に素晴らしい三日月刀は集められ破壊されてしまった。噂によれば、ただ一本を除いては。帝国は一本も残らず破壊したと信じており、そして、かつて誰も見た者は無いけれど、その一本はTamrielの何処かに現存していると噂されているのである。敵に甚大な負傷と麻痺とを負わせて彼の鎧に重量を掛けるという、そのような能力が装着者には与えられる。もしも本当に存在するならば、如何なる強力な戦士にも非常に素晴らしいものである。
